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まちの話題

おめでとうございます

【瑞宝双光章】（教育功労）

　山本さんは、昭和 42年に鳥取大学教育学部を卒業後、
教師として第一歩を踏み出しました。昭和 53 年 4 月に
は当時の根雨中学校へ赴任。平成 13年に日南中学校長、
平成 20年には日野町教育長を歴任。熱意ある教育活動、
地域活動にも積極的に参加し、日野町ならびに鳥取県西
部地区の教育の発展に尽くされました。そうした長年の
功績が認められ、今回の受章となりました。
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史さん（下黒坂）

　今回の受章は、私が教師を目指すきっかけとなった学生時代の恩師、そして何
より、子どもたちが一生懸命に学ぶ姿に勇気づけられたおかけです。ずっと子ど
もの立場に立ち、厳しくも優しく見守ってきました。まさに、「子どもと一緒になっ
て歩めたこと」が大きな財産となり、このような章をいただけたのではないかと
考えています。これからも子どもたちのためにできることをしていきたいです。

【受章のことば】

　21年間にわたり商工会長としてやってこられたのは、その中でいろいろな人と
出会い、その人たちがさまざまな面で助けてくれたおかげだと考えています。「ま
ちづくり日野」や「伯耆国たたら顕彰会」など、まちの活性化のために私がまい
た種を有能な人が集まり、大きな花を咲かせてくれました。まさに今回の受章は
今までかかわってくれた皆さんのおかげだと感謝しています。

【受章のことば】

【旭日単光章】（中小企業振興功労）

　勝瀨さんは、広島県出身。昭和 45 年 4 月、冨士印刷
有限会社（根雨）に入社。昭和 50年に取締役、平成元年
に代表取締役に就任。平成 6年には日野町商工会長に就
任し、平成 27年 5月までの 21年間にわたり会長職を務
め、町内の商工業の活性化に尽くされました。また、「燈
籠まつり」の開催や、「伯耆国たたら顕彰会」を立ち上げ
るなど、地域活性化にも貢献されました。そうした長年
の功績が認められ、今回の受章となりました。
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▼あなたの声や地域・職場での話題をお寄せください。★役場企画政策課まで（電話 72‐０３３２）

町表彰に２名
第 47回日野町表彰式

～医療福祉の推進、都市との交流促進をたたえる～

　町の発展に大きく貢献された皆さんを表彰する、第 47 回日野町表彰式が、11 月 10 日、役場庁

舎で行われました。

　今回は、医療福祉功労では、岡行男さん（根雨）、都市との交流功労では佐々木幹夫さん（東京都

杉並区）が、それぞれ表彰されました。おめでとうございます。

県知事表彰に１団体
平成 28年度鳥取県薬物乱用防止知事表彰

　平成２８年度の「麻薬・覚せい剤乱用防止運動月間」に当たり、これまでの薬物乱用防止活動

推進に功績のあった人や団体を表彰する、平成２８年度鳥取県薬物乱用防止知事表彰に、日野町

更生保護女性会が選ばれ、11 月 14 日、鳥取県庁で表彰式が行われました。　

日野町更生保護女性会
（会長　森田  順子）

《薬物乱用防止功労》

　14 年余りにわたり、薬物乱用防止指導員を選出し、
保護司会、警察、学校などと連携した独自の街頭活動や、
保育園、駅、学校などさまざまな場所でのポスターやリー
フレットを活用した普及活動を実施。地域をあげて薬物
乱用防止活動の推進に尽力されました。

　町内に歯科医院を長年開業し、住民の口腔衛生に寄与されました。特に、乳幼児・
児童に対する予防歯科保健活動は秀逸で、従来の健診・指導にとどまらず、県内
の自治体に先駆けてフッ化物洗口の普及指導を進めました。その指導力は関係機
関との連携、具体的な実施計画、実施方法などまで細部にわたり、フッ化物洗口
の普及以来、多くみられた重症の「う歯」のある子どもの数が年々減少。今日で
は日野町の「う蝕罹患率」は県内でもきわめて低い値で推移しています。その取
り組みは地域の医療福祉に多大な功績を残されました。

岡　行男さん（根雨）《医療福祉功労》

　日野町に飛来するオシドリを広く紹介し、日野町と東京都杉並区との交流を促
進し、また、日野町オシドリグループの活動推進に寄与されました。平成 6年の
オシドリグループ発足以来 22年間、杉並区の小学生に日野町のオシドリを紹介し、
エサであるドングリを児童と集めて送り続けています。また、舟場の実家を開放
し、22年間で 200 人以上の児童（オシドリ天使）を招待。児童らにオシドリ観察
や田舎暮らし、人々とのふれあいを体験させ、日野町に東京の爽やかな風を吹かせ、
優しさと感動を与えてこられました。

佐々木  幹夫さん（東京都杉並区）《都市との交流功労》


